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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇◇ 全全国国税税ホホーームムペペーージジ ◇◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

が
次
期
大
統
領
の
米
国
に
対

す
る
最
大
の
貢
献
に
な
る
と

論
じ
た
▼
「
恐
怖
感
を
抱
く

よ
う
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
促

さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
外
交
政

策
を
動
か
し
、
狭
め
、
他
者

と
意
思
疎
通
を
行
う
能
力
を

害
し
た
」
と
▼
「
核
兵
器
を

持
つ
な
と
い
い
な
が
ら
、
世

界
最
大
の
保
有
国
に
。
法
を

守
れ
と
要
求
し
な
が
ら
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
条
約
は
無
視
。
中

国
の
軍
事
力
に
注
意
し
ろ
と

声
を
上
げ
な
が
ら
、
他
国
を

合
わ
せ
た
だ
け
の
軍
事
費
を

使
っ
て
い
る
」
と
も
▼
「
困

難
な
議
論
に
加
わ
り
、
批
判

に
こ
た
え
、他
者
を
尊
重
し
、

世
界
の
問
題
で
自
分
の
責
任

を
果
た
す
こ
と
」
こ
そ
信
頼

回
復
に
つ
な
が
る
と
▼
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
の
外
交
政
策
を
転

換
す
る
論
戦
が
さ
ら
に
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
必
至
。

大
統
領
選
序

盤
、
元
国
務

長
官
は
恐
怖

感
を
あ
お
る

外
交
政
策
を

や
め
る
こ
と

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

黒
１
、
３
の
好
手
順
で
白
の

眼
形
を
奪
い
ま
す
。

（
８
分
で
二
、
三
段
以
上
）

１
月
12
〜
13
日
、
蒲
郡
市

で
開
催
し
た
第
47
回
税
研
集

会
基
調
報
告
は
昨
年
12
月
24

日
、
福
田
内
閣
の
編
成
し
た

「
08
年
度
予
算
政
府
案
」
が
、

①
大
企
業
や
資
産
家
の
た
め

の
「
成
長
」
路
線
と
社
会
保

障
切
捨
て
の
「
構
造
改
革
」

路
線
の
継
承
で
あ
る
こ
と
、

②
（
歳
出
削
減
に
対
す
る
批

判
が
高
ま
る
中
）
消
費
税
増

税
に
よ
り
社
会
保
障
の
安
定

通
の
価
値
観
・
一
体

化
の
労
使
関
係
が
あ

る
と
分
析
。「
長
所
」

で
あ
る
高
収
益
・
ム

ダ
の
排
除
の
対
極
と

し
て
の
人
間
性
と
生

活
の
軽
視
、
労
働
者

連
帯
の
破
壊
、
市
民
・
国
民

の
視
点
欠
如
等
を
掘
り
下
げ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
格
差
拡
大
や
慢

性
的
残
業
、
差
別
・
分
断
や

企
業
主
義
等
が
も
た
ら
し
て

い
る
弊
害
を
指
摘
し
、「
労

働
者
分
断
で
は
な
く
、
連
帯

こ
そ
が
重
要
」
と
強
調
、
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊

集
会
は
、
現
在
の
不
公
平

税
制
を
改
め
、
税
負
担
の
公

平
を
確
保
す
る
た
め
の
税
制

改
正
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
①
「
不
労
所

得
に
は
重
課
を
し
、
勤
労
所

得
に
は
軽
課
を
し
、
生
活
費

に
は
課
税
し
な
い
」
と
の
理

念
を
高
く
掲
げ
、
②
所
得
課

税
を
税
体
系
の
基
幹
税
と

し
、
累
進
的
な
総
合
課
税
に

よ
っ
て
所
得
の
再
配
分
機
能

を
拡
充
し
、
税
負
担
の
公
平

確
保
を
最
優
先
に
す
る
国
民

的
運
動
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
確
認
し
二
日
間
の
集

会
を
終
え
ま
し
た
。

の
納
税
方
法
に
腐
心
し
て
い

る
と
報
告
す
る
税
理
士
、
納

税
の
猶
予
等
を
要
請
し
て
も

な
か
な
か
認
め
て
も
ら
え
ず

悲
惨
な
事
態
が
起
き
て
い
る

と
悲
痛
な
実
態
を
訴
え
る
業

者
団
体
│
行
政
に
対
す
る
不

満
や
怒
り
も
報
告
さ
れ
る

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で

集
会
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
活
動

を
積
み
上
げ
て
い
く
重
要
性

を
確
認
し
ま
し
た
。

集
会
は
、「
今
こ
そ
応
能

負
担
原
則
の
確
立
を
│
憲
法

を
活
か
す
税
財
政
・
税
務
行

政
を
め
ざ
し
て
」
を
中
心
テ

ー
マ
に
、「
税
制
一
般
」「
暮

ら
し
と
税
金
」「
税
務
行
政
」

分
科
会
は
、
国
税
職
員
は
も

と
よ
り
会
計
人
な
ど
の
参
加

者
か
ら
も
様
々
な
実
態
や
問

題
意
識
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
所
得
は
赤
字
で
も
消

費
税
は
待
っ
た
な
し
で
、
そ

財
源
確
保
を
図
ろ
う
と
す
る

意
思
表
示
の
も
と
、「（
09
年

度
を
目
標
に
同
財
源
を
）
充

実
す
る
抜
本
的
な
税
制
改

正
」
を
行
う
た
め
の
「
橋
渡

し
的
」
な
税
制
改
正
と
な
る

一
方
、
証
券
優
遇
税
制
の
一

部
温
存
、
研
究
開
発
減
税
拡

充
な
ど
の
問
題
点
も
浮
き
彫

り
に
し
、
庶
民
大
増
税
に
奔

走
し
よ
う
と
す
る
危
険
性
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
ト
ヨ
タ
研
究
が

専
門
の
中
京
大
学
・
猿
田
正

機
教
授
を
お
招
き
し
、「
ジ

ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
」

と
「
自
働
化
」
を
柱
と
し
た

生
産
シ
ス
テ
ム
、
ト
ヨ
タ
式

人
事
管
理
・
労
使
関
係
に
世

界
の
注
目
が
集
ま
り
、
各
国

か
ら
大
視
察
団
が
訪
れ
て
い

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
触
れ
な

が
ら
、『
ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
』

に
つ
い
て
縦
横
無
尽
に
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
①
ム
ダ
な
働

き
を
さ
せ
な
い
「
人
間
性
尊

重
」
と
継
続
的
改
善
・
学
習

②
５
回
の
ナ
ゼ
等
を
ベ
ー
ス

に
し
た
「
ト
ヨ
タ
マ
ン
づ
く

り
」
と
動
機
づ
け
管
理
③
共

昨
年
暮
、
20
年
度
の
予
算

案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
国

税
庁
分
は
７
千
２
百
億
円
で

う
ち
約
８
割
が
人
件
費
で

す
。
定
員
は
31
純
増
（
税
務

97
人
増
、
行
（二）
66
人
減
）、

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
と
派
遣
社

全
国
税
・
岡
田
俊
明
副
中

央
執
行
委
員
長
は
、「
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
税
務
行
政
組

織
」
と
題
し
特
別
報
告
を
行

な
い
ま
し
た
。

昨
年
秋
、
ワ
シ
ン
ト
ン
D

C
で
米
国
内
国
歳
入
庁
（
Ｉ

Ｒ
Ｓ
）
幹
部
と
会
っ
た
話
な

ど
を
織
り
ま
ぜ
て
、
①
Ｉ
Ｒ

Ｓ
は
、な
ぜ
改
革
さ
れ
た
か
、

②
新
Ｉ
Ｒ
Ｓ
組
織
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
、
③
ワ
シ
ン
ト

ン
D
C
で
見
聞
し
た
税
務
行

政
の
実
情
、
④
日
米
の
税

制
・
税
務
行
政
の
異
同
を
紹

介
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
米
国
の
納
税

者
擁
護
官
制
度
に
み
る
「
納

税
者
の
権
利
擁
護
と
税
務
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
」
に
心
が
動

い
た
こ
と
、
全
米
財
務
省
職

員
組
合
と
も
交
流
で
き
た
こ

と
、
日
本
の
税
務
行
政
組
織 中小企業や国民を置き去りに大企業独り勝ちと

いう状況の中、マスメディアも“家計の元気回復”
を焦点にし始めた。「企業部門と並ぶ経済のエン
ジンである家計部門の元気を増すことだ」（読売
新聞社説）、「企業収益頼みの単発エンジン型では
景気を支えられなくなった。家計の個人消費を加
えて双発エンジン型にできるか､それが問われて
いる」（朝日新聞社説）等々。

＊　　＊　　＊　　＊
「大企業が栄えれば、国民生活も良くなる」と

喧伝してきた政府も、「好調だった企業部門」の
一方で、「景気回復の波及が遅れた家計部門」（内
閣府「ミニ経済白書」）とシブシブ実態分析。し
かし、年末に閣議決定された08年度予算政府案を
みても、経済政策の軸足を家計応援へと転換する
姿勢は一向に見えてこない。

＊　　＊　　＊　　＊
日本経団連も、格差・貧困の拡大で世の批判を

浴び、参院選ショックもあって、抵抗を和らげる
ポーズをとっている。昨年末の報告では殊勝にも
「格差や貧困の影」や「企業と家計の両立」に言
及、「賃上げ容認」と思わせる言説をちりばめた。
しかし、「支払能力のある企業」に限定、頑迷な
「春闘つぶし」の姿勢もまだ改めていない。

＊　　＊　　＊　　＊
生活が苦しいだけでなく、「賃上げで個人消費

を喚起しなければ日本経済が危うい」という世論
を強めれば、国民参加の文字通り「国民春闘」を
前進させる絶好のチャンスを迎えている。

20
年
度
庁
予
算
を
斬
る

員
確
保
の
予
算
は
増
額
さ
れ

ま
し
た
（
単
価
の
引
上
げ
で

は
な
く
採
用
増
）。

「
小
さ
な
政
府
」
を
政
策

化
し
た
予
算
編
成
が
続
く

中
、
国
税
庁
の
職
員
構
成
は

ま
す
ま
す
歪
さ
を
増
す
こ
と

環
境
整
備
経
費
は
前
年
対
比

６
億
円
増
止
ま
り
。「
金
が

な
い
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

問
題
で
す
。
当
局
は
一
体
ど

う
す
る
の
か
、
職
員
に
説
明

す
べ
き
で
す
。

一
言
で
い
え
ば
、
情
報
化

経
費
だ
け
が
突
出
し
、
納
税

者
・
職
員
に
と
っ
て
は
期
待

が
持
て
な
い
予
算
案
と
言
え

ま
す
。

官
の
増
設
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

26
期
生
の
定
年
退
職
、
27

期
生
の
定
期
異
動
時
退
職
が

相
当
数
に
上
る
こ
と
か
ら
、

６
級
ポ
ス
ト
昇
任
数
は
前
年

よ
り
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
署
の
一
般
上
席
に
光
を

当
て
る
運
用
を
今
か
ら
当
局

は
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で
す
。

内
部
一
元
化
や
「
昼
休
み

対
応
」
等
で
、
狭
隘
庁
舎
・

書
庫
の
改
善
、
休
憩
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
・
拡
充
は
待
っ
た

な
し
で
す
。
し
か
し
、
職
場

に
な
り
ま
す
。

ポ
ス
ト
増

は
、庁
・
局
14
、

署
46
、
署
の
内

訳
は
特
官
27

（
徴
収
８
、
調

査
19
）、
専
門

官
19
で
、
連
調

▼税務職 級別定数 ▼行（二）職

の
改
革
課
題
と
照

ら
し
て
極
め
て
参

考
に
な
り
国
税
職

員
に
は
こ
の
点
も

ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
語
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
応
能
負
担
原
則
の
確
立
を

「「第第4747回税研全国集会回税研全国集会」」にに193193名が参加名が参加
憲
法
を
活
か
す
税
財
政
・
税
務
行
政
を
め
ざ
し
て

猿田中京大学教授

岡田副委員長

Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
変
化
を

縦
横
に
・
岡
田
報
告

「
ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
」を
一
刀
両
断
の
猿
田
講
演

基調報告に立つ木村和由・新事務局長（専科24期）

※
次
号
１
８
６
９
号
は
、
２
月
15
日
付
と
な
り
ま
す
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〈
解
答
〉
黒
１
の
ツ
ケ
か
ら

３
と
出
る
の
が
好
手
順
。
白

４
に
黒
５
、７
で
白
死
で
す
。

黒
１
で
先
に
３
は
白
４
黒
１

白
６
で
白
生
き
。
白
２
で
３

な
ら
黒
２
。
ま
た
白
２
で
４

も
黒
２
で
白
死
で
す
。

昼
休
み
問
題
だ
け
じ
ゃ
な
い
―
―
新
規
施
策
目
白
押
し

予予予予
測測測測
不不不不
能能能能
のののの
確確確確
申申申申
期期期期
にににに

―
―
労
働
強
化
は
必
至
、
職
員
健
康
に
赤
信
号
―
―

噂
の
一
人
歩
き

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

Ｓ
署
の
非
行
事
件
に
関

わ
っ
て
幹
部
職
員
や
職
員

へ
の
綱
紀
の
粛
正
に
つ
い

て
伝
達
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
、い
つ
も
そ
う
だ
が
、

事
件
の
中
身
は
一
切
知
ら

さ
れ
な
い
。
せ
め
て
事
件

の
概
要
く
ら
い
知
ら
せ
て

も
ら
わ
な
い
と
漠
然
と
し

て
何
が
問
題
で
ど
う
対
処

し
た
ら
い
い
の
か
、
は
っ

き
り
し
な
い
。
噂
だ
け
が

一
人
歩
き
し
て
い
る
。

毎
日
が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

【
北
海
道
・
札
幌
北
分
会
】

「
昼
休
み
開
庁
」
へ
職

場
の
声
―
―
当
番
制
な
ど

で
対
応
す
る
と
思
う
が
、

統
括
は
昼
食
抜
き
で
管
理

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
あ
る
統
括

は
、
前
任
署
の
時
、
麺
類

は
の
び
る
の
で
期
間
中
、

毎
日
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食

べ
て
い
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
不
安
の

管
理
者
用
チ
ェ
ッ
ク
表

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

該
当
す
る
項
目
に
チ
ェ

ッ
ク
を
入
れ
て
下
さ
い
。

数
字
が
高
い
項
目
に
当
て

は
ま
る
ほ
ど
パ
ワ
ハ
ラ
度

は
高
く
要
注
意
。

１
、
デ
キ
の
悪
い
部
下

ば
か
り
割
り
当
て
ら
れ
る

気
が
す
る
。

２
、
目
障
り
に
感
じ
る

部
下
が
い
る
。

３
、
部
下
の
仕
事
の
内

容
を
把
握
し
て
い
な
い
こ

と
が
あ
る
。

４
、
部
下
に
よ
く
説
教

を
す
る
。

５
、
叱
る
時
、
人
前
か

ど
う
か
は
気
に
し
な
い
。

６
、
部
下
の
人
間
性
ま

で
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ

る
。７

、
部
下
は
自
分
の
顔

色
を
見
て
行
動
す
る
。

８
、
自
分
に
異
を
唱
え

る
者
は
い
な
い
。

９
、
病
気
が
ち
、
休
み

確
申
期
の
問
い
合
わ
せ
が

殺
到
す
れ
ば
「
毎
日
が
月

曜
日
」
は
必
至
で
す
。

公
務
職
員
の
死
因
は

【
北
陸
地
連
】

人
事
院
の
国
家
公
務
員

死
因
調
査
で
は
ガ
ン
に
つ

い
で
自
殺
が
２
位
。
他
の

死
因
は
減
少
ま
た
は
横
ば

い
に
対
し
自
殺
だ
け
が
上

昇
と
か
。
長
期
病
休
者
の

実
態
調
査
で
は
、
傷
病
別

第
１
位
が
「
精
神
及
び
行

動
の
障
害
」
で
10
年
前
の

２
倍
以
上
。
人
事
院
へ
の

勤
務
条
件
や
パ
ワ
ハ
ラ
等

の
苦
情
相
談
も
大
幅
に
増

え
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

異
常
な
職
場
実
態
は
、
税

務
の
職
場
だ
け
が
例
外
で

は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
の

人
格
を
守
り
大
切
に
す
る

こ
と
が
、
職
場
を
活
性
化

さ
せ
、
よ
り
よ
い
仕
事
の

で
き
る
環
境
を
作
り
ま

す
。

が
ち
な
部
下
が
多
い
。

10
、
何
人
か
一
緒
に
辞

め
た
部
下
が
い
る
。

一
人
で
一
〇
〇
本

【
北
海
道
地
連
】

11
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
が

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
あ
る
月
曜
日
に
は
相

談
官
一
人
一
〇
〇
本
近
い

電
話
を
さ
ば
い
た
と
の
こ

と
。
こ
の
時
期
、
年
末
調

整
に
関
す
る
相
談
が
多

く
、
電
話
対
応
で
「
耳
が

痛
く
な
っ
た
」と
の
声
も
。

第
一
に
、
言
う
ま
で
も
な

く
昼
休
み
窓
口
開
放
・
相
談

対
応
で
す
。

第
二
に
、「
初
回
来
署
型

電
子
申
告
」
の
実
験
的
実
施

で
す
。

そ
し
て
第
三
に
、
税
源
移

譲
に
と
も
な
う
住
民
税
の
控

除
申
告
書
の
扱
い
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ

関
係
で
は
第
三
者
作
成
書
類

の
添
付
不
要
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
オ
フ
ラ
イ
ン
版
パ
ソ

コ
ン
の
大
量
配
備
、
ハ
イ
カ

ウ
ン
タ
ー
の
拡
大
等
々
も
あ

っ
て
、
一
気
に
加
速
す
る
労

働
環
境
の
激
変
で
す
。

例
え
ば
昼
休
み
。
連
調
官

や
総
括
上
席
が
職
員
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
ま
す
。「
こ
の
期
間
休

ま
な
い
で
く
れ
」
と
言
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
パ
ズ
ル
合

わ
せ
の
よ
う
な
割
振
り
作

業
。
実
際
に
勤
務
時
間
管
理

は
可
能
か
管
理
職
は
頭
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。「
割
振
り

は
す
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は

昨
年
同
様
の
当
番
制
で
や
る

し
か
な
い
」
と
い
う
署
も
あ

る
と
か
。「
管
理
職
は
メ
シ

を
喰
う
暇
も
な
い
の
で
は
」

と
心
配
す
る
声
も
。

年
明
け
早
々
の
１
月
７
日

９
時
過
ぎ
、
東
京
局
で
は
年

頭
の
挨
拶
を
控
え
た
税
務
署

長
宛
に
文
書
が
一
斉
送
信
さ

れ
ま
し
た
。

題
し
て
「
平
成
十
九
年
分

確
定
申
告
を
迎
え
る
に
当
た

っ
て
」。
送
信
者
は
局
課
税

総
括
課
長
で
、
個
人
・
資

産
・
法
人
の
各
課
税
課
長
連

名
で
す
。「
新
規
の
施
策
が

目
白
押
し
で
あ
り
、
想
定
外

確
定
申
告
を
う

ま
く
乗
り
切
る

自
信
は
今
の
と

こ
ろ
私
に
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と

言
い
切
る
担
当

副
署
長
も
い
ま

す
。
正
直
な
思

い
で
し
ょ
う
。

今
年
の
確
定

申
告
期
事
務

は
、
今
ま
で
経

験
の
な
い
施
策

が
い
く
つ
も
重

な
っ
て
い
ま

す
。

の
事
態
が
発
生
し
な
い
と
も

限
り
ま
せ
ん
」
と
危
機
感
を

隠
し
ま
せ
ん
。「
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
、
署
長
の
ご
判

断
で
法
人
課
税
部
門
職
員
を

投
入
で
き
る
よ
う
配
慮
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

本
番
突
入
前
か
ら
の
、
チ

ェ
ッ
ク
と
見
直
し
が
必
要
な

の
が
今
年
の
確
申
期
事
務
で

す
。「
一
人
の
死
亡
者
も
病

人
も
出
さ
な
い
」
―
全
国
税

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

御
用
始
め
の
１
月
４
日
、

首
都
圏
で
は
、
こ
の
日
１
日

で
１
０
０
人
を
超
え
る
相
談

者
が
訪
れ
る
署
が
増
え
ま
し

た
。
確
定
申
告
期
が
早
や
始

ま
っ
た
わ
け
で
す
。

新
年
早
々
の
個
人
課
税
部

門
の
研
修
会
場
で
「
今
年
の

危
機
感
あ
ら
わ

署
長
宛
メ
ー
ル
発
信

ゆとり、誇りの持てる職場をめざして Ｑ６．あなたの希望する超勤時間は何時間位で
すか

Ｑ７．定年後の再任用をどう考えていますか
Ｑ８．あなたが一番解決してもらいたいことは
【用務員さんへ】
Ｑ．清掃業務の外注業者が毎年のように変わっ
ていますが、不満や問題だと感じることがあ
りますか
【運転手さんへ】
Ｑ．本来業務が激減していますが、いま主にど
んな仕事をしていますか
【交換手さんへ】
Ｑ．定員削減で一人交換手（非常勤化も含め）
が増えていますが、労働条件等に変化はあり
ますか
また、電話相談の集中化で何か問題だと感
じていることはありますか
▼日頃感じている疑問やご意見、職場実態など
をお聞かせください

行（二）職員の定数削減・欠員不補充が続き、日々の職
場生活の不満や将来不安が募っています。少数職種ゆえ
に行（二）職員の声が伝わりづらくなっています。
こんな時こそ、皆さんの意見を結集することが大事で

す。そして、ともに力を合わせて要求を前進させたいと
考えています。そのため、１月から２月にかけアンケー
トを行いますので、ご協力をお願いします。

【共通項目】
Ｑ１．現在、仕事に不満はないですか
Ｑ２．現在、仕事は増えていますか、減っていますか
Ｑ３．待機・休息用の部屋はありますか
Ｑ４．超勤手当は毎月何時間位支給されていますか
Ｑ５．10年位前の超勤手当は何時間位でしたか

行行（（二二））職員の職員のみなさんにお聞きしますみなさんにお聞きします

事態は深刻事態は深刻
昨
年
秋
実

施
し
た
『
仕

事
と
職
場
に

関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
』で
、

「
職
場
や
業

務
環
境
の
改

善
要
望
」
は

下
図
の
と
お

り
で
す
。

「
狭
い
書

庫
」「
狭
い

事
務
室
」
の

改
善
要
望

は
、
ど
の
局

署
・
事
務
系

る
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
局
署
に
よ
っ

て
は
「
通
勤
手
当
の
自

己
負
担
解
消
」「
駐
車

料
自
己
負
担
解
消
」
要

望
が
一
段
と
強
ま
り
、

悲
鳴
に
近
い
意
見
も
書

き
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
パ
ワ
ハ
ラ
の

実
態
等
を
聞
き（
下
図
）

ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
パ
ワ
ハ

ラ
を
、「
受
け
た
こ
と

が
あ
る
」
と
答
え
た
職

見
え
な
い
状
況
に
現
場
の
フ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
た
ま

員
は
５
・
４
%
、「
見
た
こ

と
が
あ
る
」
と
答
え
た
職
員

は
14
・
１
%
に
の
ぼ
り
、
深

等
別
で
も
ト
ッ
プ
２
に
入

り
、
一
向
に
改
善
の
兆
し
が

刻
な
事
態
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。長

官
も
「
お
互
い

の
人
格
を
尊
重
し
あ

う
」
重
要
さ
を
指
摘

し
、「
今
後
、
管
理

職
に
対
し
て
研
修
等

を
通
じ
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
な
い
職
場
づ

く
り
」
を
表
明
し
て

い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
も
、
き
め
細

か
い
対
策
は「
待
っ
た
な
し
」

で
す
。

全
国
税
関
信
地
連
長
野

支
部
信
濃
中
野
分
会
の
小

川
清
明
さ
ん
（
普
通
科
32

期
）
は
、
難
病
の
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
と
闘
病
中

関
信
地
連
・
信
濃
中
野
分
会

小
川
　
清
明
さ
ん
　
逝
去

で
し
た
が
病
状
が
悪
化
し
、

昨
年
12
月
22
日
、
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
54
歳
。
全
国

税
の
一
員
と
し
て
職
場
の
民

主
化
の
た
め
奮
闘
さ
れ
、
昨

年
の
新
年
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
登
場
し
闘
病
や
職
場
の
こ

と
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
。

狭隘書庫・庁舎に不満うっ積
パパワワハハララ受受けけたた・・見見たた２２割割強強もも

ご冥福を
お祈りします


